
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3020 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭科 科目 家庭基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 家庭基礎 気づく力 築く未来（実教出版） 

副教材等 生活学 Navi 資料＋成分表２０２３（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

•人の一生を生涯発達の視点でとらえ、家族・家庭の意義、家族、子ども、高齢者、そして社会との関

わりについて理解します。 

•自立した生活にむけて基礎的な知識と技術を習得するとともに、家庭生活の充実向上をはかる力と実

践的な態度を育てる。 

 

２ 学習の到達目標 

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活、環境などに関する基礎的・基本的な知識と技術

を習得させ、家庭や地域の生活課題を設定し主体的に解決するとともに、生活の充実向上を図る能力

と実践的な態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

人の一生と家族・家庭及び福

祉、衣食住、消費生活、環境

などに関する基礎的・基本的

な知識を身に付けている。 

人の一生と家族・家庭及び福

祉、衣食住、消費生活、環境な

どについて生活の充実向上を

図るための課題を見いだし、そ

の解決をめざして思考を深め、

適切に判断し、工夫し創造する

能力を身に付けている 

人の一生と家族・家庭及び福

祉、衣食住、消費生活、環境な

どについて関心をもち、その充

実向上をめざして主体的に取

り組むとともに、実践的な態度

を身に付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

自
分
ら
し
い
生
き
方 

○自分らしい生き方 

※職業について調べ

る。 

a:家族・家庭の意義、社会との関

わり、青年期の課題について理

解し、人の一生を自分の問題と

して捉えるための知識を身につ

けている。 

b:生涯発達の視点から家族・家

庭と社会との関わりや青年期に

ある自分の課題を見いだし、そ

の解決をめざして考え、表現し

ている。 

c:家族・家庭の意義や役割、青年

期の生き方について関心を持

ち、意欲的に学習に取り組もう

としている。 

定期考査 定期考査 

ワークシー

ト 

観察による

教員の評価 

実習の自己

評価 

 

衣
生
活
を
つ
く
る 

○衣生活をつくる 

※被服実習 

a:被服の機能と着装、被服材料、

被服管理などについて科学的に

理解し、健康で快適な衣生活を

主体的に営むために必要な知識

を身に付けている。 

b:被服管理と着装、健康で快適

な衣生活などについて、課題を

見いだし、その解決をめざして

考え、適切に判断し表現してい

る。 

c:被服管理と着装、健康で快適

な衣生活に関心をもち、意欲的

に学習に取り組もうとしてい

る。 

定期考査 

実習課題 

定期考査 

ワークシー

ト） 

実習課題 

作品制作の

進歩状況 

実習の自己

評価 

観察による

教員の評価 

実習の自己

評価 
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２
学
期 

 

子
ど
も
と
か
か
わ
る 

○子どもとかかわる 

※グループワーク 

「子どものしつけ」 

・公園での友人との

ケンカの仲直り方法 

・おもちゃを片付け

させる方法等 

※実物大の赤ちゃん

人形による実演 

「沐浴指導」「衣服・

オムツの着換え」 

a:子どもの発達と保育について

理解し、家族・地域・社会の果た

す役割を認識するために必要な

知識を身に付けている  

b: b:子どもの発達と保育について、

家族や地域の生活を見つめて課

題を見いだし、その解決をめざし

て考え、表現している。 

ｃ:子どもの発達と保育について

関心を持ち、実践的・体験的な活

動を通して意欲的に学習に取り

組もうとしている。 

定期考査 定期考査 

ワークシー

ト 

レポート 

グループワ

ーク、発表

など観察に

よる教員の

評価 

高
齢
者
と
か
か
わ
る 

○高齢者とかかわる a:高齢者の生活について理解し、

家族・地域・社会の果たす役割を

認識するために必要な知識を身

に付けている。 

  b:高齢者の生活について、家族や

地域の生活を見つめて課題を見

いだし、その解決をめざして考

え、表現している。 

ｃ:高齢者の生活について関心を

持ち、体験的な資料を通して意欲

的に学習に取り組もうとしてい

る。 

定期考査 定期考査 

ワークシー

ト 

観察による

教員の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食
生
活
を
つ
く
る 

○食生活をつくる 

※調理実習 

a:栄養、食品、調理、食品衛生、

ライフスタイルと環境などにつ

いて実験・実習を中心とした学習

を通して科学的に理解し、健康で

安全な食生活を主体的に営むた

めに必要な知識を身に付けてい

る。 

  b:食事と健康、安全と環境に配慮

した食生活について、課題を見い

だし、その解決をめざして考え、

適切に判断し表現している。 

ｃ:食事と健康、安全と環境に配

慮した食生活、ライフスタイルと

環境に関心をもち、意欲的に学習

に取り組もうとしている。 

定期考査 

調理実習の

レポート 

定期考査 

ワークシー

ト 

実習の進歩

状況 

実習の自己

評価 

観察による

教員の評価 

実習の自己

評価 
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３
学
期 

住
生
活
を
つ
く
る 

○住生活をつくる 

※「ひとり暮らしの

部屋探し」 

※「ひとり暮らしの

快適空間」 

 

a:住居の機能、住環境などについ

て科学的に理解し、安全で快適、

かつ健康な住生活を主体的に営

むために必要な知識を身につけ

ている。 

b:住居と家族の生活、安全で環境

に配慮した住生活について課題

を見出し、その解決を目指して考

え、適切に判断し表現している。 

c:住居と住環境、安全で環境に配

慮した住生活に関心を持ち、意欲

的に学習に取り組もうとしてい

る。 

定期考査 

実習課題 

定期考査 

ワークシー

ト 

実習課題 

観察による

教員の評価 

消
費
行
動
を
考
え
る 

経
済
的
に
自
立
す
る 

  

○消費行動を考える 

○経済的に自立する 

※「ひとり暮らしの

生活費」 

a:消費行動における意思決定の

過程とその重要性について理解

でき、また契約についての知識を

身につけている。 

b:消費生活と生涯を見通した経

済の計画・管理、生活設計につい

て考え、工夫している. 

c:消費生活と生涯を見通した経

済の計画・管理、生活設計につい

て関心を持ち、意欲的に学習に取

り組もうとしている。 

定期考査 

実習課題 

定期考査 

ワークシー

ト 

実習課題 

観察による

教員の評価 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


